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広報担当:中川 有希（なかがわ あき）
Mobile phone: 080-7312-5352
Mail:nakagawa.ak@hinode.or.jp
Tel: 079-490-7222 Fax:079-427-0031

代表者: 代表理事 大西 奉文（おおにし ともゆき）
本部所在地: 〒675-0101 

兵庫県加古川市平岡町新在家2333-2
設立: 2016年7月
会員法人: 社会福祉法人 日の出福祉会、医療法人社団 奉志会、

社会福祉法人 博愛福祉会
サービス: 介護、保育、医療、障がい福祉
事業所数: 166カ所 職員数:約3300人 (2024年度)

2025年9月、稲美町にある大西メディカルクリニックが
新たに訪問歯科診療を開始

【 概要 】
社会福祉連携推進法人 日の出医療福祉グループの社員法人である医療法人社団 奉志会（所在地:兵庫

県加古郡稲美町 理事⾧:大西康文）が運営する大西メディカルクリニック在宅事業部は、2025年9月より、新
しく訪問歯科診療部門を立ち上げ、サービスを開始します。

（詳細）
・初診は9月3日（水）です。
・歯科診療部門は大西メディカルクリニック医科診療部門に併設され、非常勤歯科医師が対応します。
・外来診療は行わず、訪問診療のみに特化してサービスを提供します。

【 訪問歯科診療開始の背景 】
これまで、内科と精神科を中心として診療を行ってきた大西メディカルクリニック在宅事業部ですが、訪問診療の現

場で多くの高齢者が抱える問題に直面してきました。その中でも「食事」や「嚥下（えんげ:飲み込む動作や機能の
こと）」の困難が健康維持に密接に関わることを実感しています。人間は食事を取らないと筋肉が減少し、体力が
低下し、最終的に寝たきりになるリスクが高まります。食事は健康維持における重要な要素の一つです。
食事が進まない高齢者のケースでは、その原因が入れ歯の痛みにより食事を取ることが難しくなる場合も多いです。

さらに、高齢者が自分の意思を伝えづらい場合も多いため、定期的な口腔ケアにより問題を早期に発見し、適切に
対応することが重要となります。こうした経験から、口腔ケアの大切さを改めて実感し、歯科医を迎え入れることに至り
ました。

大西メディカルクリニック在宅事業部 患者様のご自宅で訪問診療を行う医師
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【 大西メディカルクリニック在宅事業部について 】
内科と精神科を中心に、加古郡稲美町、加古郡播磨町、加古川市、高砂市（一部）、明石市（一部）の

エリアで訪問診療を行っています。患者様がご自宅や施設で安心して医療を受けられるよう、24時間365日体制
で医師が対応しています。
・所在地:〒675-1115 兵庫県加古郡稲美町国岡2-9-1
・年間訪問回数:17,324回（2024年）
・患者様数:803人（2024年）
・看取り件数:175人（2024年）
詳しくはホームページをご覧ください: https://hoshikai-zaitaku.com/clinic/onishi/

【 今後の展望 】
訪問診療の現場では、患者様が自分らしく過ごせるよう、できるだけ⾧く高いADL（日常生活動作）を維持し、

自立した生活を支援してまいります。
また、歯科医療の学生実習先として、外来診療は豊富である一方、訪問歯科診療の実習機会は非常に少な

いのが現状です。将来的には学生実習の場として訪問診療の受け入れを積極的に進め、次世代の医療人材の
育成にも努めたいと考えています。
これらの取り組みを通じ、地域医療の充実に貢献してまいります。

【 大西潤先生のコメント 】
私たちは、“なんでも診る診られるクリニック”を目指していま

す。訪問診療においても、外来の総合病院のように多職種
が連携し、患者様一人ひとりの健康を総合的に支えられる
体制を築きたいと考えています。その取り組みの一環として訪
問歯科診療を開始しました。
普段、訪問診療で多くの高齢者の嚥下機能の低下を診る

中で、嚥下機能が衰えると、ミキサー食に頼らざるを得なくな
り、本来の食事の楽しみを失ってしまうことがあります。患者様
が食事を楽しみながら健康を維持できるよう、口腔ケアや嚥
下訓練を行える環境の構築が重要です。今回、歯科医を迎
え入れることで、内科医、歯科医師、歯科衛生士が連携し、
患者様の健康を守るチーム医療体制を整備していきたいと
考えています。

在宅事業部のメンバー 訪問診療で使用する専用車両

医療法人社団 奉志会 副理事⾧/
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医師 大西 潤


